
平成28年度
鶴見区の主な取組み

所管する経営課題
経営課題２ 地域コミュニティの活性化
経営課題５ 健康で安心して暮らせるまち

地域コミュニティ ・保健福祉部会

資料１



めざす状態〈概ね３～５年間を念頭に設定〉

経営課題２ 地域コミュニティの活性化

【戦略２－１】
地域全体で支え合うコミュティづくり

幅広い人たちが参加しやすい魅力ある地域活動が行われ、人材、モノ、
資金、地域情報等の地域資源が活用され循環する地域コミュニティをめ
ざす。

戦略〈中期的な取組の方向性〉

・自律的な地域運営や地域活動の活性化に向けた支援を行う。
・地域活動への関心が低い人たちや地域活動に関わりの薄かった人が
地域活動へ参加しやすい環境づくりに向けた支援を行う。
・多様な分野における市民活動について、人材、モノ、資金、地域情
報等の地域資源が活用され循環する地域社会の活性化を図る。



各地域に担当職員を複数名配置し、自律した地域運営に向けた支援を中間支援組織
と連携し行う。
地域活動に関するさまざまな情報を収集・把握するとともに、広く区民や地域活

動団体にＰＲする。
人材、モノ、資金、地域情報等の地域資源が活用され循環する地域社会の活性化

を図り地域の自主財源確保に向けた支援を行う。

・中間支援組織と連携し、地域団体に会計の透明性の確保に向けた助言・
指導を行い、交付した公金の使途を区ＨＰで公表 12地域
・中間支援組織等と連携し、各地域の広報活動に助言・指導 12地域
・地域活動や地域の魅力などの情報発信 随時
・地域の法人格取得支援 随時

《地域活動の活性化と自律的な地域運営の支援》

鶴見区地域活動協議会広報誌集 広報勉強会（まちあるき）



めざす状態〈概ね３～５年間を念頭に設定〉

経営課題５ 健康で安心して暮らせるまち

【戦略５－１】
住み慣れた地域で安心して暮らせる地域福祉の推進

高齢者や障がい者が周囲に支えられ、また、安心して暮らせるように
なったと感じる区民の割合を増やす。

戦略〈中期的な取組の方向性〉

区の地域福祉を着実に進めるため、地域福祉活動に関する広報や啓
発を行い、人権を尊重し、みんなで支えあう社会づくりの機運を高め
ると共に、平成27年3月に策定した「鶴見区地域保健福祉ビジョン」に
基づき、活動の充実が図られるよう支援する。



・高齢者、障がい者と地域、団体とのつながり、ふれあいをテーマとした啓発事業の実施

（12月17日（金）開催予定）

・障がい者支援関連の研修会・講習会等の開催 （10月20日（木）開催予定）

・高齢者への理解を深めるための講演会等の開催 （10月29日（土）開催予定）

・高齢者福祉に関して、地域包括支援センター職員や福祉専門職員のスキルアップを図る

ための勉強会・事例検討会の開催 １２回（毎月1回）

《高齢者・障がい者への理解の啓発等》

「みんなで支えよう認知症」 講演会つながろうふれあいフェスタ 連絡会



住民主体の地域福祉ネットワーク活動推進事業の推進（区社協委託事業）
・コミュニティソーシャルワーカーを新たに設置（3名）
・各地域に地域福祉コーディネーター(つなげ隊)を配置（各地域1名 計12名）
・各地域の福祉活動に対する助成（予算：約300万円）
・有償ボランティア制度の定着（平成27年度 486件：平成28年度(4～8月)  278件）

広報紙での事業周知 １回（11月号予定）
ＨＰでの情報発信 随時

要援護者見守りネットワーク強化事業（区社協委託事業）との連携・協働
要援護者見守りネットワーク事業(福祉局の重点枠事業)と連携を図り、当該事業が作成

する要援護者名簿を活用して、要援護者の把握や日頃からの見守り活動の強化を図る。

《【地域福祉力の向上》



めざす状態〈概ね３～５年間を念頭に設定〉

経営課題５ 健康で安心して暮らせるまち

【戦略５－２】
健康づくりへの支援

区民がすこやかで心豊かに生活できる活力あるまちを実現するために、
「健康寿命」の延伸をめざす。

戦略〈中期的な取組の方向性〉

肥満者率改善のために、健康づくりの２本柱である「栄養・食生活」
「運動」に関する知識、情報を提供し、健康づくりが実践できる場を
作る施策を地域団体や関係団体と協力して推進する。



幅広い年齢層に運動習慣の動機づけやより良い食生活習慣を身につける
機会として、家族で楽しんでもらえる健康づくりイベントを開催する。

・鶴見区みんなの健康まつりの＆食育フェスタ開催
１０月 １日（土）

・ウォーキング教室の開催
１１月１６日（水）

《健康増進意識の向上》

健康づくり事業
健康まつりの＆食育フェスタ合同開催

健康づくり事業
健康まつりの＆食育フェスタ合同開催

健康づくり事業
ウォーキング教室の開催


